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＜連絡事項＞
・インフルエンザ予防のため、H30年1月9日より面会制限となりました。
＜患者様連絡事項＞
・立花　圭様～コントミン（50）3T/3×/1日分処方となりました。
＜要注目患者様＞

・立花　圭様～9：45「落ち着かない」と訴えあり。指示の頓服服用。以後は、落ち着いて過ごされている。
・西村　キン子様～体温36.0℃台で経過。食事は1/3～2/3摂取。殆ど臥床している。訴えはない。活気なく、点滴に応じている。
・川村　耕八様～左手の熱感、腫脹は持続しているが、体温上昇は見られない。食事は1/3～2/3摂取。夜間の睡眠はとれている。
・浜中　完三様～夜間徘徊、他室侵入にて介入するが休めず不眠。歩行の不安定見られ、見守り要している。トイレは自立。
・横山　京子様～2：00には起床され、他室侵入、徘徊にて以後、不眠で経過している。
・長谷川　恵子様～食事は朝1/3、昼数口の摂取で終えている。「薬は飲んじゃダメって先生が言っている」と妄想発言聞かれている。内服は時間を置いて服用出来ている。
・大久保　すい様～東病棟に移動後は拒薬なし。夜間の睡眠もとれている。ホール内の徘徊は見られるが他者トラブルはない。夜間の睡眠はとれている。
・向井　敦子様～妄想発言はないが、表情の硬さは見られている。
・田嶋　兼雄様～バイタル異常無く、酸素飽和度の低下なし。ライントラブルなく経過。声掛けに返事聞かれている。食事は数口で終えている。むせ込みはない。
・澤田　キエ様～バイタル異常無く、酸素飽和度の低下なし。食事は数口で口を閉じてしまう。ライントラブルはない。排便-10にてケンエーG浣腸60ml処方。反応便（硬便）見られている。
・江刺家　キヨ様～食事は自力で1/4～1/3摂取。食後はすぐに臥床したいと訴えている。左肘の熱感はあるが、体温の上昇、疼痛、浸出液等はない。
・三田　よし子様～点滴の促しには抵抗なく行っていたが、午後より体動活発に見られている。食事は集中できず、一口食べると立ち歩き見られ介入要している。落ち着きのなさ見られている。声掛けにも疎通とれず。夜間は床頭台に乗ったり、放尿見られていた。自動ドアも開けようとするため、一時的にCユニットで経過観察としている。
＜深澤Ｄｒ診察情報＞
・西村　キン子様～臨時薬オランザピンOD、抑肝散加陳皮半夏中止、イクセロンパッチ追加、他同内容で14日分処方、点滴一部内容変更で14日分処方となる。
・澤田　キエ様～点滴同内容で14日分処方となる。
　　　　　　　　1/11息子様来院時に、経管栄養検討している旨口頭で説明するようにとの指示あり。後日面談調整するとのこと。
・橋本　拓実様～臨時薬同内容で14日分処方となる。
・辻浦　幸子様～臨時薬マイスタン中止、ビムパット100→200mgへ増量、イーケプラ2000→1000mgへ減量、他同内容で14日分処方となる。
　　　　　　　　本人の状態落ち着いている為、Bユニットへ移動指示あり。
　　　　　　　　やまばと寮スタッフ来院時に外泊訓練調整するよう指示あり。
・滝沢　繁倫様～臨時薬バルプロ酸Na 600→800mgへ増量、他同内容で14日分処方となる。
・三田　よし子様～体動活発にある為、点滴は本日2本目から中止、内服は持参薬一部中
止で継続の指示あり。不穏時と不眠時の継続指示追加となる。
・浜中　完三様～右腹部にくぼみあり。炎症所見なく、疼痛の訴えも無い為、経過観察の指示。
・澤口　利香様～作業療法、CDプレーヤーでの音楽鑑賞、喫煙を再開するか検討しているとの事。喫煙に関しては母様の意向を聞いてから考えるとの事。今月中に面談行う予定。　

